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静岡徳洲会病院広報誌

March/April

診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午前
夕方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

入院面会時間 ホームページなどでご確認ください。

公共
交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き
静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

ご来院の際はマスクの着用にご協力ください。

インスタグラム

山之上 弘樹
院 長

この冬はインフルエンザが大流行しました。流行状況は報道などでご承知と思いますが、
医療現場の逼迫状況の報道は、現場の感覚からすると随分控えめなものでした。
正月休みの期間は当番医の先生方が朝から夜中まで診療に奮闘されておられましたし、多

くの病院は満床となり、救急車の受け入れが難しくなる日々が続きました。個人的な感覚と
しては、新型コロナウイルスの流行の時よりも厳しい状況でした。
抗菌薬の登場により感染症は制御可能となった、と思われた時代もあったのですが、残念

ながらそれは間違いでした。抗菌薬の使用に伴う耐性菌の登場も問題なのですが、近年は新
型コロナウイルスやインフルエンザのようなウイルス感染症の方が問題のようです。人流の
増加により、かつては世界の局所で収まっていたウイルス感染症があっという間に世界中に
広がる様子を私たちは新型コロナウイルスの流行で目にしました。同様の事例はいつの日
か、また必ず起きると思われます。新型コロナウイルスでの経験を元に、医療機関は進化し
ましたが、人間の予想をはるかに上回ってくる事があるのは、多くの経験が教えるところで
す。ただし、新型コロナウイルス感染症のときの感染予防も原則は、インフルエンザやコロ
ナウイルスのような呼吸器感染症であれば普遍の対策ですので、忘れずに頂きたいと思いま
す。



バランス能力とは、止まっている姿勢または動いている際に姿勢を任意の状態に保つ、ま
た不安定な姿勢から速やかに回復させる能力を意味します。遠くの物を取ろうとした際に頭
をまっすぐ保つ、でこぼこ道を歩く際に体をまっすぐ保つなどがバランスをとっているとい
うことになります。高齢者や脳卒中患者のバランス能力と歩容（歩き方）の関係性について
は、バランス能力が低下をすると足を広げて歩きやすくなり、左右の足の出方がバラバラな
歩き方になると多くの文献にて報告されています。このことからバランス能力を保つことに
より、きれいに歩き続けることができるのではないかと考えられます。

今回は、そのバランス能力を保つことができるような運動を紹介したいと思います。

運動をしていて安定してできた方、ふらふらして不安定であった方、ふと気になったこと
はありませんか。自分のバランス能力は、高いのか低いのかなと。当院の医療講演『入院し
て寝たきりにならない為に。自分のバランスを数値化してみよう！やってみよう！リハビリ
評価』では、リハビリテーション科で使用しているバランステストを体験することができま
す。その他の医療講演では、腎臓のこと、栄養のこと、おしっこのこと、睡眠時無呼吸障害
のことなど様々な講演がございます。ぜひ、お時間がございましたら当院ホームページの地
域医療連携から医療講演をチェックしご参加ください。

静岡徳洲会病院介護医療院・ゆうかりの木陰が、開設１周年を迎えます。「森林の中にいる
ような気持ち」をコンセプトとした施設内で、心地の良い生活環境が提供できるよう、職員
一同力を合わせて参りました。おかげさまで、現在41床のベッドが満床となっております。
介護医療院は、長期的な医療と介護のニーズを併せ持つ高齢者を対象とし、医療機能と生
活施設としての機能を備えた施設であり、利用者の尊厳の保持と自立支援を理念に掲げ、地
域に貢献し開かれた交流施設としての役割を担っています。
当施設に入所されている利用者の方々の身体状況や社会的背景も様々ですが、みなさまの
プライバシーを配慮しながら、デイルームに集まり一緒に歌を歌ったり食事をする機会を増
やし、交流を深め、楽しい思いやうれしい思いを共有しながら生活をされています。季節の
行事はもちろん、地域のボランティアの方々のイベントも積極的に行っており、今後も色々
な企画を計画しています。食欲がなかった方も食事を全部食べることができるようになった
り、表情が豊かになったりと、利用者の方だけではなくご家族からも「入所してよかった」
とお声をいただいております。
介護医療院はまだ開設して間もない施設ではありますが、地域のみなさまの快い生活の場
となるよう、また自分らしく生活していけるための支援ができるよう、スタッフ一丸となっ
てより一層努めて参ります。

バランス能力と
きれいに歩くことの関係について
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リハビリテーション科　佐々木　悟

看護部長　志賀　千明

ゆうかりの木陰　開設１周年ゆうかりの木陰　開設１周年ゆうかりの木陰　開設１周年ゆうかりの木陰　開設１周年部署だより
（リハビリテーション科）
部署だより
（リハビリテーション科）

部署だより
（看護部）
部署だより
（看護部）

片足立ち運動
バランス練習と言ったらこれというほど有名な片足立ち運動。しかし、無理をしてしま

うと転んでしまう可能性もあるため、必ず机など倒れない物を支えにしながら始めてくだ
さい。少しずつ慣れてきたら壁を支えにしながら行なってみたり、少し手を離して行なっ
てみるなど、難易度を難しくするようにしてください。転ばないように、無理をせず自分
の体の様子に合わせて行なってください。

～看護部 オープンホスピタル＆採用試験日のご案内～

看護部より３月のオープンホスピタル＆採用試験日をご案内いたします。

オープンホスピタルでは、当院で働いている若手看護師から、就活のアドバイスや
働き始めた時のことなど、直接お話が聞ける交流会を設けております。皆さんが不安
に思っていることを先輩看護師が答えてくれる良い機会です！ぜひ、一度当院へお越
しください♪
【オープンホスピタル】　2025年３月15日(土)13：00～ 15：00　

また、３月１日より2026年卒新人看護師の採用試験の受付を開始いたします。
採用試験日は下記の通りです。

【第１回】2025年３月15日(土)　【第２回】2025年４月12日(土)
【第３回】2025年４月19日(土)　【第４回】2025年５月 3 日(土)
（※５月以降の日程は随時ホームページ『看護部』サイトにて更新します。）

オープンホスピタル＆採用試験の詳細は、当院ホームページの『看護部』サイトを
ご覧ください。多くのご応募、お待ちしております！

①みぞおちを１cm高くするようにし、
まっすぐ立ちます。

②一方の足をゆっくりと10cm持ち上げ
５秒止める。

③左右５ずつ繰り返しましょう。

POINT

・転ばないように注意する。
・肩と骨盤が水平になるように意識する。
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